
　

中
央
区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

に
区
役
所
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
区
内
の
デ
ザ
イ
ン

系
専
門
学
校
生
を
対
象
に
「
中
央

区
広
報
Ｐ
Ｒ
用
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
」

の
募
集
を
行
い
、
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
投
票
に
よ
り
中
央
区
の
ロ

ゴ
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

７
年
目
と
な
る
今
回
は
「
幅
広

い
世
代
の
方
に
親
し
ま
れ
、
中
央

区
の
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
な
る
も
の
」
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、71
点
の
応
募
が
あ
り
、

デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
や
岸き
し

光こ
う
ゆ
う右
中

央
区
長
に
よ
る
選
考
委
員
会
に
お

い
て
、
６
点
の
優
秀
作
品
（
下
欄

Ａ
〜
Ｆ
）
を
選
び
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
、
皆
さ
ん
の
投
票

に
よ
り
、
最
優
秀
作
品
を
決
定
し

ま
す
。

　

最
優
秀
作
品
は
、
４
月
号
か
ら

一
年
間
「
区
民
の
ペ
ー
ジ
」
や
区

役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
な

ど
に
登
場
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

の
投
票
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
。
広
告
企

画
な
ど
を
中
心
に
講
義
を
行
っ
て

い
ま
す
。

全
体
の
講
評

　

今
回
の
選
考
は
、
ど
の
作
品
も

完
成
度
の
高
い
も
の
ば
か
り
で
、

と
て
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

作
品
が
選
ば
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
区
民
の
方
が
ど
の
作
品

を
選
ん
で
く
れ
る
の
か
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。

札幌市立大学

吉
よし だ

田 和
かず お

夫 教授

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
札
幌

ド
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
デ

ザ
イ
ン
も
手
掛
け
ま
し
た
。

全
体
の
講
評

　

特
定
の
テ
ー
マ
を
定
め
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の
皆
さ
ん

が
中
央
区
の
温
か
み
・
オ
シ
ャ
レ
・

自
然
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら

制
作
し
て
い
る
こ
と
が
ど
の
作
品

か
ら
も
感
じ
ら
れ
て
、
新
鮮
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

選
考
委
員
の
紹
介

 中央区の中央区の ロゴロゴ

株式会社アウラ

中
なかじま

嶋 桐
ひさゆき

亨 さん

制作者からのコメント
ＣＨＵＯをテレビ塔に組み込み、大
通公園の緑と自然を取り入れて、中
央区の都会さと自然の調和をイメー
ジしました。

委員からの講評
形の一つ一つを組み合わせること
で、醸し出される楽しさや温かみな
どがデザインとして整理された作品
です。

制作者からのコメント
左右の大文字で父母を、中の二つで
子どもを作り、家族の温かさを表現
しました。色は、春夏秋冬の４色を
イメージしています。

委員からの講評
文字を擬人化することによる温かみ
や、色で表現された季節など、さま
ざまな情報が伝わってくる作品で
す。

制作者からのコメント
たくさんの自然ととうきびワゴンの
二つを使い、中央区の大通公園をイ
メージしてデザインしました。

委員からの講評
うまく文字をデザインしており、緑
ととうきびの黄色で大通公園を表現
しているところは新鮮で、心が安ら
ぐ印象を与えています。

Ａ 金
かなはま

浜 玲
れ な

奈 さん

北海道造形デザイン
専門学校

Ｂ 鈴
すずき

木 理
り え

恵 さん

専門学校
札幌デザイナー学院

Ｃ 齋
さいとう

藤 美
みさ と

里 さん

北海道造形デザイン
専門学校

▲選考委員会の様子（右は岸中央区長）。
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